
 

 

税金の大切さを学びました！６年 租税教室   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさとに笑顔広げる 龍野っ子 

～笑顔 元気 感謝 安全～    凌雲台 
龍野小学校学校便り 

第１９号 
令和４年 ７月 ８日 
文責：校長 大江律子 

熊本県教育委員会から授業を見に来られました。 
６日（水）、熊本県教育委員会から２名の方が授業を見に来られま

した。１～６年生までそれぞれの教室を参観していただきました。参

観後に、「どの学年も落ち着いて学習している」「分からないことは先

生や友だちに聴きながら分かろうとする意欲がすばらしい」「先生方

が分かりやすい授業をしようと工夫している」など、沢山ほめていた

だきました。日頃の学習で、がんばっている子供の姿をたくさん発見

していただきました。笑顔でがんばる龍野っ子と龍野小の職員です。 
 

 ７日、熊本市の税理士の今村さんをお迎えして、税金について学ぶ租税教室を行いました。 

 ６年生の子供たちは、まず税金の種類を知りました。そこで、税金がどんなところで使われているの

か予想しました。「警察署、消防署」「道路」「信号機」をはじめ、税金で使われていると予想して学習

を進めていきました。その後、税金がなくなったらどうなるのかＤＶＤを視聴しました。６年生は、自

分たちが生活のために様々な場面で税金が使われていることを知りました。また、税金がなかったら６

年生一人あたり一月に７万円のお金がかかることも知りました。 

 学校の電気代、水道代をはじめ自分たちの生活に大きな役割を

果たしていることを知りました。「税金は色々なところでみんな

のために使われている」「税金がないとみんなの生活が困る」「学

校のものも税金が使われているからたいせつに使おう」など、し

っかり考えた６年生の子供たちです。 

 お話しいただいた今村さんから、「子供たちがとても真剣に考

えてくれて授業が楽しかったです。」と言われました。たくさんの

学びの時間になりました。今村さん、ありがとうございました。  

自分の心をしっかり見つめています・・・ 
今年も、本校では道徳の研究を進めています。道徳の授業では、自分のこととして考えて心を育て

る時間です。６日（水）４年生の道徳の研究授業がありました。４年生は「相手のことを考えて」と

いう学習をしました。４年生は、どんどん手を挙げて発表しました。「〇〇さんとにていて」「〇まる

さんと違って」など、友達の考えを聞いて自分の発表につなげる子供 

もいます。また、「自分も前こんなことがあったから」と自分の経験を 

重ねて発表する子供の姿も見られます。授業の助言に来られた嘉島西 

小の松出先生からも４年生の子供たちのがんばりと学級の温かさをほ 

めていただきました。とてもがんばった４年生です。 

 龍野小は、今年も道徳教育で子供たちの心を育てていきます。 
 


